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の 1 つである N IT の特徴は乳頭管に留置したまま搾乳を休止することで
ある。これらの特徴は臨床的に評価されていたとしても、病理組織学的
な検証にまでは至っていない。そこで本研究では、（ 1） N IT が乳頭損傷
を治療するための医療器具として有用であるか否かを検証した。加えて
（ 2）N IT の乳頭管留置に伴う搾乳休止処置がその後の乳量、乳質および
乳腺組織に与える影響を調査した。さらに（ 3）搾乳休止処置がウシ体内
の抗生物質濃度や休薬期間に及ぼす影響の調査を合わせて行った。  










 第 2 章第 1 節では、乳頭の導管を実験的に切開した後に、 N IT と器具
B および C をそれぞれ異なる乳頭内に 7 日間留置し、組織の修復に及ぼ
す影響を病理組織学的に比較した。その結果、器具 B と C は組織の修復
を妨げるだけでなく、乳頭管上皮の壊死や線維化、フルステンベルグの
ロゼッタにおける肉芽腫性ポリープを主病変とする乳頭管狭窄による乳
流障害を引き起こすことが観察されたのに対して、 N I T は組織の修復を
妨げないことが確認された。第 2 章第 2 節では C E Z 乳房炎軟膏を投与し
た後に搾乳を休止したところ、薬剤の休薬期間は延長し、その時間は搾
乳休止期間に搾乳再開後 7 2 時間を加えた期間になった。本章では N IT は
乳頭組織の修復を妨げないが、乳房炎軟膏を併用する時は休薬期間に注
意を要することが明らかになった。  
 第 3 章では、これまでの健常牛および実験モデルの研究結果を踏まえ、
ウシ乳頭損傷の臨床例に対する N IT の有用性を検証した。第 3 章第 1 節
では S t re p t o c o c c u s  u b e r i s 感染による急性乳房炎を併発している外傷性乳
頭損傷に対して、乳房炎軟膏と 2 5  日間（ 5 日間×5）の N IT の乳頭管留
置および患部の被覆によって治療したところ機械搾乳が可能なまでに回
復した。第 3 章第 2 節では、様々な重症度の外傷性乳頭損傷と診断され
た 1 5 症例に N IT を用いて治療したところ、 1 4 症例（ 9 3 . 3 %）は外傷が治
癒し、そのうち 9 症例（ 6 0％）は乳流にも問題なく乳頭損傷は治癒した。
治療期間中に乳房炎を発症することもなかった。したがって N IT は乳頭
損傷の治療に有用な乳頭管拡張器具であり、 N IT と搾乳休止処置の併用
による新規治療方法は有効であることが明らかとなった。  
 本研究は、ウシの乳頭管拡張器具である N IT の乳頭や乳腺に対する安
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   審査委員 3名が最終試験を行った結果、合格と認める。 
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